
©2018 NST Globalist Inc.Japan confidential

SpreadRouter-MW
対応モード
ご紹介

2020年7月3日



©2018 NST Globalist Inc.Japan confidential

SpreadRouter-MW 通信モード構成図

標準ファーム

透過モード

ModBusモード

センサーパックモード

電波強度確認モード

NSTG閉鎖網サービス
FTPサーバ

センサーデータ保存先（ルータ側SW）

1h/回 アップ

共有：10秒/回 アップ

FTP：1h/回 アップ

HTTP：常時 アップ

常時 保存

常時 保存

AWS-IoT：常時 アップ

※カスタマイズ対応可能

社内ネットワーク
共有フォルダ/ FTPサーバ

外部サーバ
FTPサーバ/HTTPサーバ

SDメモリ
GWのSDメモリへ

USBメモリ
GWのUSBメモリへ

AWSへの連携
AWS-IoTへ

Azureへの連携
Azure-IoT-Hubへ

Cogent DataHubへの連携
Congent DataHubへ

Azure-IoT-Hub：常時
アップ

Congent DataHub：
常時 アップ

FTP：1h/回 アップ
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【 1 】 透過モード

PC送信データ

ABCDE

装置

ABCDE

装置がそのまま
ABCDE を受信

PCがそのまま
12345 を受信

12345 12345
装置送信データ

SpreadRouter-RやMWはプロトコル内容に関与しない

LAN 
or 

3G/LTE RS232C

RS232C 
or

RS485

SpreadRouter-R

【課題】

①有線のため、装置と監視の設置場所が近い場所にしか置けない。

②無線化して、遠隔の装置を一元管理したい。

社内などの施設内

プロトコル
無手順：透過データ

無手順：透過データ

Before

After
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【 1 】 透過モード（説明）

用途：ホスト(PC) - 外部装置の無線化

◆特徴

①PC - 装置間を生データで送受信 ・ プロトコルはPC - 装置間のみでSpreadRouter-RやMWは関与し
ない。

②透過のため、各MWのRSSIやセンサー状態の取得はできない。

③中継機の有無どちらも対応。（最大4台ホップ）

④ SpreadRouter-Rが無く、PC-MWを直接RS232Cで接続しても動作可能。

※1パケットの最大データ100バイト以内が制約事項。
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【 2 】 Modbus - RTUモード

装置

外部機器、MWは

Modbus-RTUプロトコルで通信

LAN 
or

3G/LTE

RS485

RS485

プロトコル：
Modbus-RTUの要求

Modbus-RTUの応答

MWも外部機器も

Modbusスレーブ機の一つとなる

PCがModbus

マスター機となる

SpreadRouter-F

Before After

社内などの施設内

親機

RS232C 
or

RS485

装置子機

【課題】

①有線のため、装置と監視の

設置場所が

近い場所にしか置けない。

②無線化して、遠隔の装置

を一元管理したい。
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【 2 】 Modbus - RTUモード（説明）

用途：Modbus-RTUのスレーブ対応した機器と、MWのセンサー状態を取得

◆特徴

①PCはModbusRTUに対応した装置やMWへMODBUS-RTUプロトコルで送受信。

（PCはTCP/IPのソケット上にModbus-RTUのデータを乗せ、送受信）

②PCがModbusマスター機となり、MW/外部機器がModbusスレーブ機となる。

③MWのデジタル状態、アナログ状態、CT電流値、デジタル出力制御、RSSIが取得可能。

④MWは親機、中継機自身もセンサー検出機として使用可能。

⑤SpreadRouter-Fを使用した場合、有線のみでも実現可能。

(MWは親機として1台のみと外部機器を使用可能)

⑥最大収容数254台

⑦ SpreadRouter-Fが無く、PC-MWを直接RS232Cで接続しても動作可能。

(MWもRS232Cモードにする)

※1パケットの最大データ100バイト以内が制約事項。
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【 3 】 センサーパックモード

【要望】

アナログ・デジタル・交流電流など
あらゆるセンサーデータを

手軽に取得したい。

センサーデータを

指定間隔で自動送信

RS232C

SpreadRouter-R

LoRa

NSTG閉鎖網サービス
FTPサーバ

SDメモリ
GWのSDメモリへ

社内ネットワーク
社内共有フォルダ

※今後対応予定

外部サーバ
FTPサーバ

HTTPサーバ※(JSON・XML形式)

USBメモリ
GWのUSBメモリへ

AWSへの連携
AWS-IoTへ

センサーデータ保存先（ルータ側 SW）

データ出力

Azureへの連携
Azure-IoT-Hubへ

Cogent DataHubへの連携
Cogent DataHubへ
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【 4 】 電波強度確認モード

【要望】

SpreadRouter-MWの最適な設置場所を検討したい。

RSSI、送信日時、送信カウントを3秒間隔で送信

（電波強度確認モード）

電波強度確認モード

送信側

透過モード

シリアルデータで出力

RSSI 送信日時 送信カウント送信カウントを見ることで、データの取りこぼしを確認できる

送信場所の受信感度(RSSI)を見ることで、お互いの最適な設置場所の検討が容易

※電波強度を
把握したい場所

RS232C
RS485
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【 5 】 100kmモード

100kmの送信が可能

（100kmモード）

100kmモード

※10km送信のモードより速度は落ちます

性能試験実施済
通信距離：約110km

【状況】安定通信
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【 1 】 NSTG閉域網サービス

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

3G・LTE
NSTG閉域網

LoRa

SpreadRouter-R

RS232C

SpreadRouter-Rから、NSTG閉域網のFTPサーバへ

センサーデータをアップロードする（1時間に1回たまったデータを送信する ※）

PCは、FTPサーバへアクセスして

センサーデータをダウンロードする

FTPサーバ

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 2 】 社内ネットワーク（共有フォルダ）

RS232C LAN

SpreadRouter-R

LoRa

SpreadRouter-Rから、社内ネットワーク共有フォルダへ

センサーデータをアップロードする（10秒に1回たまったデータを送信する ※）

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 3 】 社内ネットワーク（FTPサーバ）

RS232C LAN

SpreadRouter-R

LoRa

SpreadRouter-Rから、社内ネットワークFTPサーバへ

センサーデータをアップロードする（1時間に1回たまったデータを送信する ※）

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 4 】 外部のFTPサーバ

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

3G・LTE
回線網

LoRa

SpreadRouter-R

RS232C

SpreadRouter-Rから、インターネット上の外部FTPサーバへ

センサーデータをアップロードする（1時間に1回たまったデータを送信する ※）

外部FTPサーバ

PCは、インターネット上の
外部FTPサーバへアクセスして

センサーデータをダウンロードする

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 5 】 外部のHTTPサーバー

RS232C

LAN・WAN

SpreadRouter-R

LoRa

3G・LTE
回線網

SpreadRouter-Rから、JSON・XML形式で

センサーデータをアップロードする（受信後すぐに送信する ※）

外部HTTPサーバ

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 6 】 SDメモリ

RS232C

LAN・WAN

SpreadRouter-R

LoRa
3G・LTE
回線網

センサーデータを

SpreadRouter-R内のSDメモリに保存

（受信後すぐに保存する ※）

外部からSpreadRouter-Rにアクセスして、

SDメモリ内のデータを参照することも可能

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 7 】 USBメモリ

RS232C

SpreadRouter-R

LoRa

センサーデータを

SpreadRouter-Rに接続されたUSBメモリに保存

（受信後すぐに保存する ※）

取り外してPCに接続

USBメモリを取り外して、

PCでUSBメモリ内のデータを

参照することも可能

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※SpreadRouter-R
からUSBメモリを取り
外している間はデータ
保存はできない

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能
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【 8 】 AWSへの連携

RS232C

SpreadRouter-R

LoRa

3G・LTE
回線網

センサーデータをAWS-IoTへアップロード
（基本的にセンサーデータを受信したら、AWS-IoTへ送信 ※）

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望（AWS-IoT以外のサービスや送信間隔の変更）は、
カスタマイズで対応可能

AWS-IoT
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【 9 】 Azureへの連携

RS232C

SpreadRouter-R

LoRa

3G・LTE
回線網

センサーデータをAzure-IoT-Hubへアップロード
（基本的にセンサーデータを受信したら、Azure-IoT-Hubへ送信 ※）

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

Azure-IoT-Hub

※それ以外の要望(Azure-IoT-Hub以外のサービスや送信間隔の変更)は、
カスタマイズで対応可能
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【 10 】 Cogent DataHubへの連携

RS232C

SpreadRouter-R

LoRa

3G・LTE
回線網

センサーデータをCogent DataHubへアップロード
（基本的にセンサーデータを受信したら、Cogent DataHubへ送信 ※）

デジタル・パルスセンサー

アナログセンサー

CT電流計測センサー

RS232C・RS485

※それ以外の要望は、カスタマイズで対応可能

Cogent DataHub
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データ送信パターン
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データ送信パターン

アナログ・ CT電流計測センサー

LoRa

無線送信から無線送信の間で平均化した値を送信

例）無線送信間隔：5秒 送信データ：5秒間の平均値
無線送信間隔：10分 送信データ：10分間の平均値

信号の変化時に送信

or

設定した送信間隔で送信時の現在値を送信

デジタルセンサー

カスタマイズによるパルスセンサー・RS232C・RS485
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接続機器構成
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接続機器構成図（SpreadRouter-R）-1

ModBus-RTUモード（※ SpreadRouter-R側はModBusマスターとして個別対応実装）

RS232C RS485
RS485変換器

RS232C RS485

DI/AI

920MHz
端子台

RS232C RS485
RS485変換器 端子台

RS232C RS485
RS485変換器

DI/AI

端子台

SpreadRouter-R

SpreadRouter-MW

DI/AI
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接続機器構成図（SpreadRouter-R）-2

センサーパックモード

RS232C

RS232C

920MHz

※センサーパックモードは、親局：子局 = 1:1を想定しています。
1:nの設定で使用も可能ですが、データの取りこぼしの可能性があります。
運用の際は通信設定を十分テストした上、お客様責任となることを予め
ご了承ください。

親局 子局

SpreadRouter-R

SpreadRouter-MW

対応不可

RS232C

RS485

920MHz 端子台
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接続機器構成図（SpreadRouter-F）-1

ModBus-RTUモード（※ SpreadRouter-F側はModBusマスターとして個別対応実装）

RS485

RS485 RS485

DI/AI

DI/AI

920MHz
端子台

RS485
端子台

RS485

DI/AI

端子台

SpreadRouter-F
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接続機器構成図（SpreadRouter-F）-2

センサーパックモード

RS485

RS485

920MHz

※センサーパックモードは、親局：子局 = 1:1を想定しています。
1:nの設定で使用も可能ですが、データの取りこぼしの可能性があります。
運用の際は通信設定を十分テストした上、お客様責任となることを予め
ご了承ください。

親局 子局

SpreadRouter-F

SpreadRouter-MW

対応不可

RS485

端子台

RS485

920MHz 端子台
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通信距離確保対策
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SpreadRouter-MW 通信距離確保対策

一般（スリープアンテナ）

【課題】

電波が届かない。

①5m・10mアンテナ ②ホップによる回避

③指向性アンテナ ④250mW

中継機を追加して
障害物を回避

通常:20mW → 250mW(※簡易無線局への申請が必要。)

送信出力値を上げることで、
電波強度を高める

柱など設置対象が何台も
四方八方にある場合

設置場所が
特定されている場合

ケーブル
(5,10m)

アンテナ先端部分
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電源確保対策
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SpreadRouter-MW 電源確保対策

【課題】

電源の確保が難しい。

アンテナ

ソーラーパネル

※イメージ図

■高信頼
5日の不照補償日数（初期）

■一体型防水筐体
・プラスチックケースや配線工事が不要
・ソーラーパネルの背面に、すべての機器を内蔵
（通信機器収納スペース付き）
・ソーラーパネルと通信機器の冷却に考慮した
高放熱筐体

ソーラー電源システム


